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〔(社)日 本 家 政 学 会

将帰り考当り細fi汚梁状況にフいて
お洋ヤスエ家政　0% 川豪爽　子心陥各多　訟f 具芙ぷ　M|耳一男

外食蚕業^ 岬 晨a 塗年将ic めざまし，＼*ご，そう一つに，「 炊」にてダ）温･ヽ J 』£羞廠に

,l-il.(c 店舗教 バ`膚加していう（将帰･）升当」川あげられう。これらI乱 蜜価 ，両 ，迅」t

バ受けz,　 豪声 £甲心ヽに利 用頻麦 心南いぶうに 貳受ぼ'p舵る. この樟の符帰り牙当ほ，偏

理ま後 に摂／貧c れるとは限ら尽いこ2:, i  μ. 加勲 薯･り地球□ ぷらt  の# i 磯食 ぴれう

ことべ今いこ乙りど 乞声 £う乙，t  の^ か庄八懸 匁ごれう。

今lslほ,  将帰しｻ^ ・･ う5 同 一刄器内にタ謹り袁品と鈷/＆わざてあう荼。内升当につい

乙ま 尽し 孝品衝 砥掌的i-場r ら細飢男梁な返り筏釘i 灯 づ こ結呆につい て報 呑可う。

り･け 内り3  采剱 £漫吟　 ここでヽ販^^^ れてい台皐の周升当 色購入し, t の^ 拿爵帰り

5’時間積に確俸 色疎放レ，一般 生薗数 乙沢崎薗費徽^t  れT れ乖汰iこ従 つて凍にし政。吏

鍼朔関ほ感加 タタ斗 ヨ月～ ／／月4 て･て･あう。

集の肉寸当のうう笙前教おヽ /此吠工黛 ねv"'れrご食みほ，そr ベヅ（ 弧）ユぶX /c ゛ n

統丿卵/./ メ ／が， しゃけ ＆f X   ／μ， コa  ヅゲ 女／メ ／μ ご，玖f,    Jヽ # ぼこ, 沃ぷう

,  おん■i ど.^，鳶窮J､, 冷泉さ，ご め。ご剱，ケペンカツでゐ 。r-。*  も 大腸函外陣

岨卓≫V クダ ％μ｡ぶー/食品ほ，ペヤベツ, 漕忿 き卯，詞り予  又凛，Iヽ 利V こ，ごi  めどゐ

フft 。そてベツφらほ ，>  7､ユj< μ'^ お,験弧s.みに。　　　　　　　　　　　　 ・

斌ぶ･･蕨Jこ佃煮，将に厚溥,"卯，iTi りずレ 刄垠の^ うに薦調環£行 つrこ食品，#r: ，£

句f  各包丁としrて^ T ベツ，iヽi ぼこ等t らヽ叉崎蔚資 め破叙iマタ（ みられrここ乙μ，調m.

那業I め手我 の卿 £菅眼に糞沢な こ陥・）あφこと｡政召 凋虫豪ぷう 。
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６月１日 出 第５会場　午前9 :30 ～12 : 00

ペクチン質の理佃掌的性質lこおよぼす加熱.pH および添加塩の影響
秀京$. 大湊　○加峰み,ゆき　山田早時7% 島沖漕 渾山　度　ﾉ//都島子

目的　 へ" クチン讐l3:。果物ﾔ･ 野系層をはじめ 。広く植物組熾中i=冶 ま水^ ガラクチューロ

ン雌を主伜2: すゐ覆合多楯屡であゐかへ　，?,れらの細胞lfi原 中のA" クチン質の挙動は債物の

テクスチャ ー乞在も レ. 食物の晶幹竹昧にも 式さな影響 を孚え7  いゐ。it- 。食 物繊庖と

しマのへ'夕乎ン臍の生理初果ヤ冶療的役參μｼ珪目さ,れフフあるが‘，ギクチン質の理たタ的

作 質や慨 能特姓r- 関t  ゐ基礎的所見は充分 とほいをな，･。潜ﾉ研究 では』 鳴.pH ぶよび添

加 塩が 。A"フナン質の理化/学的 作婢にと'(pような影響を与えろヵヽ ,こ7 (' 7.   モデ,ﾚ膚験 を
行 い，被μ レた 。

方化 拓粕= はヘリ チンN  F   (Sunkist Growers 社 喉) をΣ 夕／－･レで耀製し訓

0.5゙ ぺ'クチン澄珊lﾆ･　クエン峻あろ川 ま水雌化 ナb' ノウ∠`瀋涜£用いTpH 2  . -?.5`･3.
5` ｡b.    7,   S に調整レ. そ訳r れμﾌ。io．μO 々 加部区行フ仁。がラタチュ｡ロ ン雌は ，

・-Hydroxydiphenyl 法。メト午シ,ﾚ差は クロモトローカ 歿活にりﾉ 定量した。まT-. o.＼n

渦化ナトリウム左展剛溶媒としf    Sephadex G-200 (2.7 × 40 cm)/7ラム包剛･.  夕 子量 分希の

か と色しらべ゙だ。別 口塩としマは，塩化 ﾌ一゙円 ウムゐよび塩叱かレシウ∠,£剔･ だ。一方
.   毛細管粘/ll

粕果　 へク̂チ バ ｒの忿散乱 湖> よフてm悛 した冷^-iit28 × lo'， 償住千径 は570  A

であy だ。分｝母分布につPC'.   pH i 町笛ざ 加 加侶したも川 ま瀋忿ど ーアガ据£pH ク

～S  ?'7まピークがブ ロードになり， ア/£,かﾉIZ よゐ力解が溜め 似れた。X ヽ午シ/iS/jy
Iレn  <) Mlげ のみ鯨耐が認め^  必 鼠, 相吋粘度にも顕^ な妾化が'路必うぶな 。


